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トライアル②
Mirai❛子❜　未来物語　「❛Mr/Miss 英語ぺらぺら❜を夢見て　２０２０」
あの人さー、❛英語ぺらぺら❜らしいよ。
❛英語ぺらぺら❜は永遠の憧れ。
❛英語ぺらぺら❜なんていう代名詞でもつこうものなら、英雄扱い。
自分には遠い星の話だと思っていた、❛英語ペラペラ❜。。
画像→ミスター❛英語ぺらぺら王子❜、彼をとりまくファンのキラキラした画像

第一章
～眠れ我が子よ、夢と希望～
A子はこう思った「初めて産まれたかわいい我が子ミライ子には、自分には経済的理由で実現出来なかった英語ぺらぺらの夢を託したい。。。」
少しでも英語に触れさせたいと、ABCソングをかけながら夢の国へと眠りに落ちた我が子の寝顔を見ながら、夢と希望だけが膨らむばかり。。
画像→赤ん坊ミライ子がＡＢＣソングを聞きながらお昼寝している画像

第二章
～ミライ子2歳、いよいよ、プレスクール探し～
子供の成長は早いもの、いよいよ来年は幼稚園生。
「A子さん！プレスクール、ミライ子ちゃんはどこに通うか決めた？」
同じマンションのママ友Ｂ子さんにそうたづねられた。
日本の幼稚園は、入園一年前に、幼稚園生活がどんなものかなれさせるための「プレスクール」というのがある。
英語の通信教育を受講しているお友達Ｂ子の娘チビBちゃんは、インターナショナルスクールへの入園も考えているという。
インターナショナルスクールなんて、学費が高くて夢のまた夢。だけど。。。体験だけならた無料だし、1DAYスクール体験に申し込んだ。
[bookmark: _GoBack]お弁当をもたせ、外国人先生に半日預けることに。
迎えに行くと、先に出てきたお友達のチビBちゃんの子供がこう言った。
「今日ミライ子ちゃんさぁ、トイレに行きたい！I have to pee！が言えなくて、おもらししちゃってたよ。お漏らししたのに、今度はpee in my pants！が言えなくてずーと我慢してたんだよー。」
→画像、お漏らししたけど我慢しているミライ子の困った顔、外人特有のBody language　両手を広げてWhat?Ha?のリアクション画像
幼稚園から出てくるミライ子。
お迎えに来ている母親の顔を見て、張り詰めた緊張の糸が切れたのか、安堵からくる溢れんばかりの涙。
子供ながらに慣れない環境で数時間、我慢してがんばったんだなと察する母。母もらい泣き。
母親と子供、スクールの門のところでしばし抱擁、
「ヨシヨシ、本当によく頑張ったね」
→画像、母、頑張ったミライ子を校門で抱き締めるの画像
インターナショナルスクールなんて、学費が高くて雲の上の話。
だけど、未来ある我が子にも、生きていくのに困らない英語力をなんとかつけさせたい。そう強く感じたミライ子母。

世界では今、国際化に対応するための人材育成が盛んです。
自国の学校の授業は全て英語で行われるところもあります。
国際色豊かな子供に育てたい。
どんどん進む国際化。
だけど、国際化は昨日今日の一夜漬けで実現するものではない。
膨大な時間がかかるもの。
国際化に必要なものは、まず「英語」。

想像してみて下さい。
「明日から授業は英語で行われることになります！」
なんていう環境に、突然容赦なく放り込まれたとしたら、対応できますか？
突然試合に戦力として投入されて、即戦力になれますか？
大人だって、子供だって、困惑する。
→画像　突然英語で授業が繰り広げられて、困惑し、ポカンとした子供の表情

こんなことだってあり得るのです。。。
アメリカの学校でのランチタイム失敗談
学校のランチタイム、お弁当におかずとバラご飯をもたせた日本人の我が子のお弁当箱を覗いて、外人のお友達にこう言われる。
「omg！ewwwwww！」
何のことやらわからないが、とりあえず「美味しそう！」と言われたのかと勘違いして、
「thanks！」
と満面の笑みで返してみる。
「ha？」
と苦笑される。
→画像　外人の子供にha？と苦笑され、困った顔をする日本人の子供の画像

留学生の失敗体験談などあれば1、２エピソード
だから、小さいときに英語習っておくと、いざ留学することになったとしても、全然違うなと思ったんですよね、云々。
→実体験、エピソードあれば挿入

英語が大事、とはいうものの、すべてはコミュニケーションがとれることが最終目的。
コミュニケーションとは、言葉のキャッチボール。
相手の言葉を理解しインプットすること、対して自分の意見や考えがアウトプットできるかどうか。
子供ですらアウトプットができなければ、学校生活もままならないのです。

巷には、英語ができない親心につけこんで、高額英語教材が溢れています。
でも、どんなに英語に高額投資をしたからと言って、アウトプットができるかどうかはまた別の話。
単に英語の歌を覚えさせただけで、「お腹がすいた」、や「トイレに行きたい」、という自分の意思が英語で咄嗟に出て来るでしょうか。
子供に、アウトプット力をどうつけさせるか。
学びとは、脳の中に電気の回路をひとつづつとおして、「できない」暗闇から「できる」灯りを灯していくようなもの。
英語でのアウトプット回路をいかに増やしていくか。
ここに目をつけて研究開発されたのがMiraico English。

ミライコイングリッシュ詳細ミライコが他製品と一線を画す点
いかに子供のアウトプット能力をひきだすか、に注目して構成された独自の歌と教材。
監修者は、なんとあのNHK基礎英語の田中淳英先生！
子供の英語教育に必要な英文法、
幼少期に植え込みたいナチュラルな発音、
発音矯正の観点からフォニックス、
小さい子でも釘付けにしてしまう番組構成、
五感を使って多言語脳を刺激してやる学習プログラム、
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